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除雪車走行データの公開
会津若松市では市の直営、業者委託分合わせておよそ250台の除雪車
の走行データを公開し、Web上で見える化を行っている。
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会津若松市除雪車ナビ
https://aizuwakamatsu.mylocal.jp/detail?wid=5808950&cid=5803387



  

トヨタIT開発センター様との協力
「しずみちinfo」を手がけたトヨタIT開発センター様より、会津大学
および会津若松市へ連携依頼。
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市が保有する公用車走行データや除雪車走行データを活
用し、雪国における安心、安全、快適な交通サービスを
提供できるようにしていきたい。

会津若松市



  

トヨタIT開発センター様との協力
除雪車走行データのオープンデータ化は調整中であるものの、データ
の活用はぜひ進めていきたいということで、データをトヨタIT開発セ
ンター様へ提供。
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地域の課題解決に向けて
会津大学や地域のコミュニティも巻き込みつつ、市の担当者からも除
雪の現状や課題をインプットし、解決すべき課題や、価値が生まれそ
うなユースケースを設定。

6

設定した課題の解決やデータ活用普及のため、トヨタIT開発センター
様により標準化したAPI仕様を策定。
これらデータやAPIを活用した作品の試作がされている。



  

プロジェクト連携体制
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プロジェクト成果物
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除雪車情報 Web API 仕様書

※本仕様書はCODE for AIZU（行動for会津）より会津若松市へ寄贈



  

プロジェクト成果物
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トヨタIT開発センター様×ゼンリンデータコム様
「通れる雪道ナビゲーション」

※動画によるデモンストレーションを作成いただいた



  

プロジェクト成果物
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交通情報の異変検出とオープンデータ比較マップ
（会津大学生 飯塚氏）

トヨタ車走行データから平均速度の推移を算出。大きな差が見られた場合、地図上に
プロットした除雪車走行情報や線量計測定情報から原因を推定することができる。
http://mapapp-josetsu-pj.herokuapp.com/



  

今後のデータ活用方針
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今年度実証によって得られた資産を活用しつつ、来年度も除雪車の走
行データの活用と標準化に取り組んでいきたい。（まずは完全オープ
ンデータ化から）



  

更なる活用・社会実装に向けた課題
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市で行うのは市道除雪のため、走行データは基本的に市道分しかない。市民の方からすれば
市道、県道、国道の区分は関係ないため、国や県の除雪車走行データも取得し、標準的に取
り扱えるようにしたい。
市道だけで幹線道路のデータがないと、市民サービスの向上や付加価値の幅が限定的であり
スケールしづらい。

市道データ単独では効果が薄い！

※会津若松市道除雪網図

未着色（黄色）部分は
国道もしくは県道



  

今後のデータ活用に向けた提言
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データの一元的な蓄積とREST API化

市道データ 県道データ 国道データ

REST APIで提供

除雪車走行データ等を標準的に扱える環境を整え、市民の方にとって便利な
サービスの開発に活かしていただきたい。



  

ご静聴ありがとうございました。
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